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ラモトリギン製剤の小児てんかん患者への用法及び用量につきましては、『ラモトリギン錠小児用２

mg/小児用５mg｢JG｣』だけでなく、『ラモトリギン錠25mg/100mg｢JG｣』も販売しております。小

児てんかん患者に処方する場合、服用錠数が多くなることにより患者様の服用のご負担とならないよ

う、用量にあわせて『ラモトリギン錠25mg/100mg｢JG｣』の処方をご検討いただくようお願い申しあ

げます。 

 

＜小児てんかん患者における単剤療法(定型欠神発作に用いる場合)の維持用量処方例＞ 

小児てんかん患者の単剤療法（定型欠神発作に用いる場合）の維持用量として、１日１回100mgを

投与する場合、錠小児用5mg｢JG｣を20錠処方するのではなく、錠25mg｢JG｣を4錠処方する等のご配

慮をお願い申しあげます。 
 

（例：ラモトリギン100mg処方時の服用錠数） 

 
ラモトリギン錠 

小児用２mg｢JG｣ 

ラモトリギン錠 

小児用５mg｢JG｣ 

ラモトリギン錠 

25mg｢JG｣ 

ラモトリギン錠 

100mg｢JG｣ 

服用錠数 50錠 20錠 ４錠 １錠 

 

＜電子添文『6.用法及び用量』より一部抜粋＞* 

6.用法及び用量 

◯てんかん患者に用いる場合 

小児(錠小児用２mg、錠小児用５mg、錠25mg、錠100mg) 

(1)単剤療法の場合(定型欠神発作に用いる場合) 

  通常、ラモトリギンとして最初の２週間は１日0.3mg/kgを１日１回又は２回に分割して経口投与し、

次の２週間は１日0.6mg/kgを１日１回又は２回に分割して経口投与する、その後は、１～２週間毎に１

日量として最大0.6mg/kgずつ漸増する。維持用量は１日１～10mg/kgとし、１日１回又は２回に分割

して経口投与する。症状に応じて適宜増減するが、増量は１週間以上の間隔をあけて１日量として最大

0.6mg/kgずつ、１日用量は最大200mgまでとし、いずれも１日１回又は２回に分割して経口投与する。 

＊ その他の効能又は効果、用法及び用量、警告・禁忌を含む注意事項等情報等は電子添文をご参照ください。 
発作型や併用薬に応じて用法及び用量が設定されています。用法及び用量の遵守をお願いいたします。 

 
＜参考＞ 

販売名 外形・大きさ・重量  販売名 外形・大きさ・重量 

ラモトリギン錠 

小児用２mg｢JG｣ 

 
ラモトリギン錠 

25mg｢JG｣ 

 

直径 
4.8mm 

厚さ 
1.6mm 

重量 
45mg 

直径 
5.3mm 

厚さ 
2.0mm 

重量 
63mg 

ラモトリギン錠 

小児用５mg｢JG｣ 

 
ラモトリギン錠 

100mg｢JG｣ 

 

長径 
8.0mm 

短径 
4.0mm 

厚さ 
2.6mm 

重量 
103mg 

直径 
8.4mm 

厚さ 
3.2mm 

重量 
253mg 

 

 

ラモトリギン錠/錠小児用｢JG｣ 
てんかん患者（小児）への使用に関するお願い 

J20260007 

ラモトリギン錠「JG」 

お問合せ先：日本ジェネリック株式会社 安全管理部 
TEL：03-6684-2467 

 
 
※電子化された添付文書は、添付文書閲覧アプリ「添文ナビⓇ」にてご覧ください。 


